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上
海
社
会
科
学
院
共
催
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「
中
国
（
上
海
）
自
由
貿
易
試
験
区
と
ア
ジ
ア
の

未
来
」
を
開
催

　

研
究
所
は
二
〇
一
四
年
度
の
連
携
研
究
「
上
海
自
由

貿
易
試
験
区
の
経
済
効
果
」
の
成
果
報
告
と
し
て
、
一

月
二
三
日
に
上
海
社
会
科
学
院
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｓ
）
と
の
共

催
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
上
海
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
中
国
（
上
海
）
自
由
貿

易
試
験
区
（
以
下
上
海
自
貿
区
）
お
よ
び
周
辺
地
域
の

現
状
や
、
経
済
地
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル

（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
―
Ｇ
Ｓ
Ｍ
）
を
用
い
た
中
国
お
よ
び
ア
ジ
ア

各
国
へ
の
経
済
効
果
分
析
の
結
果
を
報
告
し
、
国
際
機

関
か
ら
専
門
家
を
招
い
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
張
幼
文
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｓ
世
界
経
済
研
究
所
研
究
員
よ

り
「
上
海
自
由
貿
易
区
実
験
と
中
国
対
外
開
放
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
上
海
自
貿
区
は
二
〇
一
三
年
の
開
設
か
ら
毎
年
、

試
験
区
エ
リ
ア
の
地
理
的
な
拡
大
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
方
式
に
よ
る
自
由
化
、
制
度
革
新
を
進
展
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
国
レ
ベ
ル
の
開
放
を
進
め
る
べ
く
国
際
分
業

の
再
構
築
を
行
い
、
労
働
基
地
か
ら
の
転
換
を
目
指
し

て
い
く
と
い
っ
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
白
石
隆 

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所 

所
長
か
ら

「
上
海
自
由
貿
易
試
験
区
と
ア
ジ
ア
の
未
来
」
と
し
て

基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
―
Ｇ
Ｓ
Ｍ
を
用
い

て
障
壁
削
減
の
レ
ベ
ル
や
試
験
区
の
範
囲
等
を
変
動
さ

せ
た
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
そ
の
分
析
か
ら
得

ら
れ
た
政
策
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
三
点
あ
り
ま
す
。

第
一
に
、
製
造
業
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
、
金
融
、
専
門
家
サ
ー
ビ
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス
分
野

は
、
障
壁
を
削
減
す
る
こ
と
で
、
製
造
業
貿
易
も
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
業

の
み
な
ら
ず
製
造
業
の
集
積
を
も
促
進
さ
せ
ま
す
。
第

二
に
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
障
壁
を
削
減
す
る
と
し

て
も
、
障
壁
削
減
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
け
れ
ば
速
い
ほ
ど

経
済
効
果
が
増
大
し
ま
す
。
逆
に
、
障
壁
削
減
が
遅
く

な
れ
ば
今
後
、
中
国
は
周
辺
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
加
盟
国
か

ら
産
業
集
積
の
点
に
お
い
て
遅
れ
を
取
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
に
、
サ
ー
ビ
ス
分

野
自
由
化
の
中
国
全
土
へ
の
拡
大
は
大
き
な
経
済
効
果

が
期
待
さ
れ
、
一
部
地
域
の
み
で
の
自
由
化
に
よ
る
経

済
効
果
は
、
自
由
化
を
行
わ
な
い
国
内
地
域
で
発
生
す

る
負
の
経
済
効
果
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
後
、
中
国
が
早
期
に
自
由
貿
易
試
験
区
を
全

土
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
代
替
手
段
に
な

り
得
る
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
合
意

後
に
は
中
国
お
よ
び
ア
ジ
ア
諸
国
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
を
早
期
に
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
未
加
盟
国
の

サ
ー
ビ
ス
自
由
化
が
遅
れ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
ば
か

り
で
な
く

製
造
業
に

お
い
て

も
、
ア
ジ

ア
諸
国
・

地
域
に
お

い
て
は
産

業
の
集
積

ス
ピ
ー
ド

が
鈍
る
こ

と
が
懸
念

さ
れ
る
と

の
見
解
が

示
さ
れ
ま

し
た
。

　
ゲ
ス
ト
講
演
で
は

ア
ジ
ア
開
発
銀
行

（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
チ
ー
フ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の

ウ
ェ
イ
・
シ
ャ
ン
ジ

ン
氏
か
ら
「
国
際
通

貨
危
機
に
対
す
る
政

策
選
択
と
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
政
策
選
択

の
ト
リ
レ
ン
マ
（
為
替
相
場
の
安
定
、
独
立
し
た
金
融

政
策
、
自
由
な
資
本
移
動
を
同
時
に
行
う
こ
と
は
出
来

な
い
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
証
分
析
に
よ

る
と
、
柔
軟
な
為
替
相
場
制
度
を
持
つ
国
の
金
融
政
策

は
、
資
本
規
制
が
な
い
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
政
策

に
影
響
を
受
け
ま
す
。
よ
っ
て
、
資
本
規
制
は
国
の
金

融
政
策
の
独
立
性
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
金
融
、
資
本
、
為
替

の
自
由
化
を
ど
の
順
序
で
進
め
る
か
、
学
術
的
に
は
広

く
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
注
意

を
払
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
―
Ｇ
Ｓ

Ｍ
に
対
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
業
の
規
制
緩
和
に
よ
る
各
種

コ
ス
ト
低
減
効
果
を
数
量
的
に
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と

は
評
価
で
き
る
」、「
地
方
ご
と
に
効
果
を
計
測
で
き
る

こ
と
は
地
方
指
導
者
に
と
っ
て
意
義
深
い
」
な
ど
の
高

い
評
価
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
詳
細
、
報
告
書
お
よ
び
国
内

で
の
今
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
予
定
は
、
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
文
責　

研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職　

佐
々
木
晶
子
）

パネルディスカッション

白石所長による基調講演


